
職２年目に初めて担任を持つことになり、自

分らしさを出そうと、毎朝、黒板に生徒への

メッセージを書くことにしました。「おはよう」に始

まり、よいことを褒めたり、気になることを注意し

たり、連絡事項を伝えたりと、生徒とのコミュニケー

ションツールの１つになればと考えたのです。しか

し、数か月すると、毎日書くことに意味を見いだせ

なくなっていました。例えば、「静かにしよう」と書

くと、その日は改善されましたが、翌朝書いていな

ければ元通りという状態で、自分が何を言っても生

徒には伝わらないのではないかと悩みました。

　そんなある日、職員室で作業をしていた私の隣に、

担任クラスの数学科担当の先輩先生が座られました。

私は「うちのクラスの生徒がご迷惑をかけていませ

んか」と相談し、「メッセージをやめようかと悩んで

いる」と打ち明けました。すると即座に、「誰か１
人は見ているんじゃない？　その生徒のた
めに続けたら」と言われたのです。「ルールを守

らない生徒に目が行きがちになるけれど、きちんと

している生徒こそ意識して見ていかないと」という

言葉に、はっとさせられました。

の後すぐ、先輩先生の言葉を実感する出来事

がありました。私がやむを得ず学校を２日間

休んだ翌日、生徒から「メッセージがなかったから、

先生に何かあったんだと思いました」と言われたの

です。「見ている生徒はいる。だから、何があっても

続けよう」と、私は決意しました。

　一人ひとりと向き合う大切さも、生徒に教えられ

ました。担任２年目、遅刻欠席がなく、授業態度も

真面目な生徒から「私が頑張っても、先生は褒めて

くれない」と言われたのです。また、数年前には、

私の発言が思わぬ生徒の誤解を招き、そこから生徒

たちとの関係がうまくいかなくなり、黒板のメッセー

ジが数回消されるようなこともありました。

　私は、クラス「全体」をよくしたいと思うあまり、

目立つ生徒のことばかりを気にかけていました。し

かし、「個」を大事にしなければ、全体がうまくいく

はずはないのです。一人ひとり違った人間が集まる

のがクラスで、同じ言葉でも受け止め方は様々です。

そして、生徒は教師の言動を想像以上に見聞きして、

喜びや悲しみを感じています。生徒との接し方には

正解がないからこそ、これでよいのかと悩みながら

も、生徒の表情や発言、行動にきちんと目を向け、

気になったことは後回しにせず、すぐに行動に移す

ことを意識するようになりました。

年目の今も、毎日欠かさず黒板にメッセージ

を書き続けています。卒業生やクラス替えと

なった生徒から「メッセージ、毎日見てました」と

言われる時、改めて１人の存在に気づけます。

　書く内容は、今も変わりません。でも、伝えたい

生徒を思い浮かべながら、全体に向けた言葉にして

います。「個」をよく知れば、クラス「全体」に投げ

かける言葉も自然と変わっていきます。そうすれば、

「個」も影響を受けて、「全体」のことを考えて行動

してくれるようになる。そう信じて、これからも一

人ひとりと向き合っていきたいと思います。
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愛媛県・私立聖カタリナ学園高校

中本幸太先生
なかもと・こうた
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◎教職歴 13 年。同校に赴任して 14 年目。
３学年担任。地歴・公民科教科主任。 

聖カタリナ学園高校　全日制／普通科・総
合学科・看護科・看護科専攻科／共学（2015
年度まで女子校）／全校生徒 1353 人／
2017 年度入試合格実績（現役のみ）：国
公立大は、広島大、愛媛大、長崎大に３人が
合格。私立大は、中央大、法政大、立命館大、
関西大、松山大などに延べ２１８人が合格。

教

そ

14

情熱教師 F i l e 4
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八巻智洋先生　教職歴10 年。同校
に赴任して11年目。特別進学コース
主任。進路指導部。数学科。

福島県・私立尚志高校　全日制／普通科・情報総合科／共学／１学年 425人／2017
年度入試合格実績（現役のみ）国公立大は、山形大、福島大、筑波大、会津大など
に24人が合格。私立大は、専修大、法政大、立命館大などに延べ262 人が合格。

ともに成長していく
　　　高校入学後、八巻先生の最初の授業で「数学で
は毎回４人１組でのグループ学習をするから、まずは
そのグループのつくり方をみんなで決めよう」と言わ
れた時にはびっくりしました。
　　　４人で話し合って１つの答えを出すという形態
にも戸惑ったし、先生はヒントしか与えてくれないの
で自分たちで考えるしかなくて、最初は泣きそうでし
た。今では、解法を見つけた人が前に出てみんなに教
えて、助け合っているけれど（笑）
　　　一度先生が教えてしまうと、「最後は先生が教
えてくれる」という甘えが出てしまうからね。
　　　最初は「なぜ答えを教えてくれないんだろう」
と思っていたけれど、毎回メンバーの考えを聞き、自
分で深く考えていくと、単元の本質を理解できるよう
になっていることに気づきました。今では分からない
問題を解くのが面白くて、数学にのめり込んでいます！
　　　ただ、グループ学習って、話すのが苦手な人の
集まりだと沈黙が続いてつらいのですが、それについ
て先生はどのように考えていますか。
　　　それも、頑張ってほしいところなんだ。自分た

ちの力でその壁を乗り越えてこそ、みんなの成長があ
ると考えているよ。
　　　みんなにはいろいろな考えがあって、それを共
有して、また考えて答えを出す。それが“学ぶ”とい
うことなのだと感じています。ほかにはない授業です
が、先生はどうして始められたのですか。
　　　先生の話を一方的に聞くだけで、生徒に本当に
力がつくのかと考えるようになって、前の学年でグルー
プ学習を取り入れてみたら、みんな生き生きと取り組
んでくれて……それなら普段の授業で取り入れようと
思ったんだ。本格的な導入は初めてだったから、み
んなにも頑張ってもらって授業公開をたくさんしたし、
みんなから直接意見を聞きながら、改善を重ねてきた。
だから、先生の授業は、みんなと一緒に勉強しながら
つくってきたのだと思っているよ。
　　　確かに、学年集会などでも、話を聞いているだ
けだと頭に入ってこないです。
　　　じゃあ、次の集会では、資料を５分間で読んで
もらってから、質疑応答形式にしようか。
　　　賛成！　読めば分かることに説明はいらないです！
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